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1 本書は、個人住宅建築に先立ち平成17年度に実施した砂川カタダ遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、富山市教育委員会が主体と なって実施した。 調査費用については富山市教育委員会

が国庫補助金・県費補助金の交付を受けた。

3 現地発掘調査・出土品整理調査の期間および調査担当者等は次のとおりである。

現地発掘調査平成18年2月 26 日～3月 23 日

調査担当 富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主任学芸員堀内大介（当時）

同 嘱託久保浩一郎・高橋大和（当時）

出土品整理調査平成26年10月 1日～平成27年3月 31 日

担 当富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員堀内大介

同 嘱託納屋内高史・宮田康之

4 現地発掘調査に際し、 東老田町内会のご協力をいただいた。記して謝意を表します。

5 出土遺物・原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。

6 本書の執筆・編集は、堀内が担当した。

凡 伊1

1 本書で用いた座標は世界測地第四系に基づき設定したものである。方位は真北、水平基準は海抜

である。

2 遺構の標記は、以下のとおりである。

平地式建物 ・ 掘立柱建物： S B、溝： S D、 竪穴建物： S I 、土坑： S K、ピット ： S p 

3 図中の土器の表現は以下のとおりである。

．．．須恵器・珠洲 龍~赤彩 ．．．煤
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第 I 章調査の経過

第 1 節調査にいたる経緯

砂川カタダ遺跡は、昭和63年～平成 3 年の富山市教育委員会が実施した分布調査で確認し、平成 5

年 3 月に「砂川カタダ遺跡（市No.201284）として『富山市遺跡地図（改訂版）』に登載し、それ以後

埋蔵文化財包蔵地となった。遺跡面積は約74,000ばである。

これまでの発掘調査や工事立会調査の成果は次のとおりである。個人住宅建築に伴う発掘調査で

は、本報告以外に 2 回行っている。平成17年度は、本報告調査区の南約200mで、95rrlの調査を行い、

平安時代の溝を確認し、弥生土器、土師器、須恵器、鉄津などが出土した〔富山市教委2006a〕。平

成22年度は、本報告調査区の南側に隣接する 144.6rrlで調査を行い、弥生時代後～終末期の溝・土

坑、平安時代の土坑などの遺構を確認し、弥生土器、土師器、須恵器などが出土し、当該期の集落が

存在することが分かつた〔富山市教委2011〕。

平成20～23年にかけて、本遺跡内で公共下水道工事が計画され、工事立会調査を実施した。平成20

年 1 月の調査は、本報告調査区の東側に隣接する道路で行い、弥生時代後期の溝・土坑、平安時代の

溝・土坑、室町時代の溝・土坑・掘立柱建物など 3 時期の遺構を確認し、弥生時代後期～室町時代の

集落跡が広がることを確認した〔富山市教委2014〕。

平成18年 2 月 22 日、富山市東老田地内において、個人住宅建築について照会があった。建設予定地

全域330rrlが埋蔵文化財包蔵地の砂川カタダ遺跡に含まれていたため、同年 4 月 14 日に試掘調査を実

施した。その結果、平安時代の溝・土坑・ピット等や、須恵器・土師器を検出し、建設予定地全域

330rrlに埋蔵文化財の所在を確認した。試掘調査の結果に基づき、工事主体者と建設にかかる埋蔵文

化財の取り扱いについて協議を行った。掘削工事が遺構面に達することから、住宅建築部分と擁壁部

分180rrl について発掘調査を行うこととなった。

発掘作業は、平成18年 2 舟 26 日から 3 月 22 日まで、行った。表土掘削は 2 月 26 日～27 日にパックホウ

を用いて行った。表土除去完了後の 2 月 27 日から人力による包含層掘削及び遺構検出作業を行い、そ

の後遺構掘削作業を開始した。 3 舟 22 日に空中写真撮影を行い、調査を完了した。 3 月 6 日～ 8 日の

間は積雪のため、作業を中止した。

出土品整理調査は、現地発掘調査と並行して平成18年 3 月 31 日まで遺物の洗浄・注記および接合作

業を行った。

平成26年度は、平成17年度に実施した現地発掘調査で出土した約17箱について出土品整理調査で報

告書作成を実施した。

第 E章遺跡の位置と環境

第 1 節地理的環境

砂川カタダ遺跡は、富山市街地から西約 7kmlこ位置し、富山市東老団地内に所在する。遺跡の所

在する東老田地内は、射水平野の低地帯で新堀川支流砂川右岸の微高地に立地し、標高 6mを測る。

射水平野は、潟埋積平野と呼ばれる低湿な平野で、放生津潟などの潟湖が存在した。これらの潟湖

は、最終氷期が過ぎた後に海面が上昇し、それに合わせて汀線付近に発達した砂州や砂Eにより汀線

が塞がれてできたものである。約6,000年前の縄文海進時には、海が内陸部の海抜 Smまで侵入し、

潟湖は湾に変わった。その後海退に伴い、湾は潟湖に変わり、潟湖にはだんだんと泥層が埋積し、射

水平野が形成された。その際、河川の流路跡や低地には池沼が形成され、そこに泥炭が堆積した〔藤

井1992〕。
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第2節歴史的環境

本遺跡が立地する射水平野・呉羽丘陵西麓周辺には、旧石器時代から中世に至るまで各時代の遺跡

が存在する。

【旧石器時代】 二番金草遺跡で剥片が出土し〔富山市教委1982〕、古沢A遺跡でナイフ形石器・掻

器などが出土した〔富山市教委1982 ・ 1983〕。

【縄文時代】 前期に起こった縄文海進により広がったとされる旧放生津潟周辺に立地する針原西遺

跡で、前期～後期の河川跡内で 5 箇所の員層が確認された〔小杉町教委2004〕。黒河尺目遺跡では中

期後葉～後期前葉の粘土採掘坑が多数確認された〔富山県財団事務所2004〕。一方、呉羽丘陵西麓に

は、前期から晩期まで継続して集落が営まれた古沢遺跡があり、前期と後期の貯蔵穴、中期の袋状

ピットなどを検出した〔富山市教委1973 ・ 1975 ・ 1985 ・ 1988〕。晩期には、古沢遺跡近くの古沢A

遺跡でも集落が営まれ、掘立柱建物や巨大柱穴群、土坑などを発掘した。

【弥生時代】 前期の遺跡は見つかっていないが、弥生時代中期～古墳時代中期にかけて、鍛冶川流

域には、集落遺跡や粘土採掘を行った生産関連遺跡が増加する。弥生時代後期～古墳時代前期の集落

遺跡として、砂川｜カタダ遺跡〔富山市教委2011 ・ 2014〕、塚越貝坪遺跡・畑総No.15遺跡〔小杉町教委

2000〕、針原西遺跡〔射水市教委2007〕がある。粘土採掘坑は、弥生時代中期～後期には塚越A遺跡

〔富山県埋文1992〕で、古墳時代前期には黒河・中老田遺跡〔富山県財団事務所2004〕で、古墳時代

中期には東老田 I 遺跡〔富山市教委2006b〕で見っかり、粘土を求めて転々としていることが伺え

る。

【古蹟時代】 弥生時代終末期～古墳時代前期には、呉羽丘陵南部に墓や古墳が集中的に築造され

た。杉谷古墳群では、山陰地方との関係性の強い四隅突出型墳丘墓で、ある杉谷 4号墳、前方後方墳で

ある杉谷 1 番塚古墳のほか円墳や方墳が築造された〔富山市教委1974〕。杉谷古墳群の北東には、呉

羽山丘陵古墳群がある〔富山市教委1984〕。

中期には、古沢A遺跡で集落が営まれ、竪穴建物を数棟確認した〔富山市教委1982〕。

【古代】 飛鳥白鳳～平安時代には、呉羽丘陵から射水丘陵にかけて須恵器窯、瓦窯、土師器焼成遺

構、炭窯、製鉄炉などが築かれ一大手工業生産地帯が広がる。須恵、器窯は、飛鳥白鳳時代に操業され

た県史跡金草第一古窯跡〔富山市教委1970〕、奈良時代に操業された古沢・西金屋窯跡群〔富山市教

委1988. 2000〕などが知られている。土師器焼成遺構は、西金屋遺跡〔富山市教委2012a〕、住吉IV

遺跡（旧：金草電化農場前遺跡） 〔富山市教委2012b〕などで確認した。市史跡栃谷南遺跡では、奈

良時代の瓦陶兼業窯・灰原・掘立柱建物・粘土採掘坑・井戸跡などを発掘し、粘土採掘から土器・瓦

の焼成までの一連の作業を行う生産工房があったことが分かつた〔富山市教委1999〕。中老田C遺跡

や畑総No.15遺跡では、製鉄炉・炭窯などが発掘された〔富山県教委1992 ・小杉町教委2000〕

黒河尺目遺跡では、 8 世紀後半～ 9 世紀前半の竪穴状土坑をはじめ 4棟の並び倉などが発掘され、

蛋白石製の石帯が出土していること等から〔富山県財団事務所2004〕、婦負郡家に比定されている

〔藤田2002〕。花ノ木C遺跡では、 8 世紀後半の溝から人形・斎串の祭記具が出土し、律令祭杷が行

われていたことが明らかとなった〔堀沢2008〕。呉羽山を越える直線道路遺構として、呉羽山古道の

存在が確認された〔西井・小林2005〕。

【中世】 戦国時代の願海寺城跡がある。上杉謙信方武将寺崎民部左衛門の拠った城として、 『上杉

家文書』や『越登賀三州志』などに伝わる城である。発掘調査では、二重以上の水堀などを確認し、

願海寺城跡の可能性が高いとした〔富山市教委2003〕。周辺で、は区画溝を持つ屋敷跡などがあり、願

海寺城下町の一部と推測した〔富山市教委2005〕。工事立会調査の結果、北郭（約80m ×約50m）、

南郭（約80m ×約120m）の 2 郭の存在を推定した〔富山市教委2014〕。
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第E章調査の概要

第 1 節調査の方法

調査は、最初に試掘調査の結果を基に重機で表土を除去した。その後人力で剣ス コ ップ ・ 移植ゴテ

等を用いて包含層掘削を行った後に、ジョレンを用いて遺構検出作業を行い、遺構掘削作業を行った。

掘削作業と平行して遺構の計測・図化作業を実施した。平面図はトータノレステーションによ る計測

を基本として 1/20で作成し、遺物出土状況など必要に応じて 1/10の微細図を併せて作成した。 写真撮

影は必要に応じて随時行い、白黒35mm、カラ ー35mm、白黒 6 × 7 版、カラー 6 × 7版の 4種類の フ ィ

ノレムに記録した。完掘時には空中写真撮影（上空・斜め 4方向）を行い、白黒、カラーの 2種類の

フィノレムで記録した。

調査区は、擁壁が四方に作られることから、 それぞれを西区、 北区、東区、南区とし、住居部分を

中央区とした。

第2節基本層序

調査区の基本層序は、調査区の壁面を用いて観察を行った。調査区の土層は、 大まかに以下の 4層

に分けることができる。遺構は、 III またはIV層上面で検出した。

I 層：茶褐色土＋黄褐色シノレト 1 mm大 20%混（表土）

II 層：黒褐色シノレト＋黄褐色シノレト 3 ～ 5 cm大 10%混（遺物包含層）

III層：灰褐色シノレト＋黄褐色シノレト 1 ～ 3 cm大 5%混（漸移層）

IV層 ： 黄白色粘質シノレト（地山）

第3節遺構

( 1 ）竪穴建物（第 3 図、写真図版2 ・ 3)

SI01 中央区南西部で検出した。平面形は楕円形であり、短軸3.lOm、 長軸4.20m以上、深さ 0.28

mを測る。弥生土器・緑色凝灰岩製管玉未製品が出土したが、ほとんどの遺物は床面から浮いた

状態で出土しており、 竪穴建物廃絶後に廃棄されたものがほとんどであ る。 SK05 • SKll よ り新

しい。竪穴建物の埋没後に 3 回にわたり時期の異なる土坑が掘削されている。 土坑 1 は竪穴建物

の北東部に掘削される。平面形は楕円形で、短軸2.2m、 長軸3.0m以上、深さ 0.36mを測る。土

坑 2 は土坑 1 埋没後に竪穴建物の東部中央に掘削される。平面形は楕円形で、短軸1.36m、長軸

1.76m以上、深さ 0.56mを測る。土坑 3 は土坑 2 埋没後に土坑 2 内に掘削される。平面形は不明

で＼ 検出長1.08m、深さ 0.30mを測る。土坑 2 から土師器聾のほぼ完形品（37 ・ 38）が出土して

おり、土坑 2 は平安時代の遺構と考える。

(2 ）平地式建物・掘立柱建物（第 4～ 6 図、写真図版4 ・ 5)

SB01 中央区北東部で検出した。桁行2間・梁行 1 聞の南北棟で、側柱建物である。間尺は、 桁行

SBOl-1～SBOl-2 聞が2.2m、 SBOl-2～SBOl - 3 聞が2.4mで、梁行SBOl 1~ SBOl 4 聞が4.6mを測

る。主軸方向はN 70 E である。梁行が4.6m と長く、平地式建物と考え られ、平面積は21.2

dである。 SB03 ・ SK04より古い。弥生土器が出土した。

SB02 中央区南東部で検出した。 本調査区では梁行の北側のみを検出し、 建物の南側は平成22年

度に見つかっている。桁行 3 間・梁行 2 聞の南北棟で、側柱建物である。間尺は、桁行SB02-1～

H22-SK12聞が2.45m、 H22-SK12～H22 - SK46聞が2.4m、 H22-SK46～H22-SK20聞が2.45mで、

梁行の北側SB02-1～SB02 - 2 聞が2.4m、 SB02-2～SB02-3 聞が2.6m、南側H22-SK20～H22-SK23

聞が4.9mを測るが、 南側で北側のSB02-2に対応する柱は確認されていない。主軸方向はN - 6°
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I 茶褐色土＋貫褐色シルト 1 mm大20崎混（表土）
Il 黒褐色シJレト＋費褐色シルト 3 ～ 5cm大10同，昆（包吉陪）
ill 灰褐色シルト＋費褐色シルト 1 ～ 3cm大5 同混（漸移層）
N 黄白色粘質シルト（地山）

第 2図調査区全体図

SC05 

ill AI Cb90 日 S

SD12 
1 暗赤褐色シルト＋黄褐色ンルト imm大 5%混
2 灰褐色シルト＋黄褐色シルトブロック 3cm式20%

SK12 
1 茶褐色シルト＋貫褐色シル ト 1 mm大 2拍理
2 灰褐色シルト＋茶褐色シル卜 3cm大10帖＋貰褐色シルト 1Cm大5帖理

SD03 SODS 
1 黒褐色シルト 1 茶褐色シルト＋地山粒状混

5m 

(1/100 ]
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- E である。桁行が4.9～5.0m と長く、平地式建物と考えられ、平面積は35.Sniである。弥生土

器が出土した。

SB03 中央区北東部で検出した。桁行 2 間・梁行 2 聞の側柱建物である。間尺は、桁行SP23～

SP27間で2.3m、梁行SP23～SP43聞で＇3.0m、 SP43～SP44間で、2.3mを測る。桁行のSP43～SP68

聞は4.7mを測る。主軸方向はN-22° -Wである。平面積は24.7ばである。 SBOl より新しい。

弥生土器、須恵、器、土師器が出土した。

(3）土坑（第2 ・ 3 開 6図、写真図版3 ・ 6)

SK01 北区中央部で検出した。平面形は不明で、長軸l.90m、短軸0.70m以上、深さ0.18mを測る。

弥生土器、須恵器、土師器が出土した。 SKlOより新しい。

SK10 北区中央部で検出した。平面形は隅丸方形であり、長軸0.70m以上、短軸0.50m以上、深

さ 0.14m を測る。 SKOl より古く SD02 より新しい。弥生土器、須恵器、土師器、鉄津が出土した。

SK02 東区南部で検出した。平面形は楕円形であり、長軸l.18m、短軸0.33m以上、深さ 0.48m を

測る。 SD04より古い。

SK12 東区北部で検出した。平面形は楕円形であり、長軸0.84m、短軸0.32m、深さ 0.33m を測る。

土師器が出土した。

SK04 中央区北部中央で検出した。平面形は円形であり、直径l.OOm、深さ 0.06m を測る。床面

直上に炭化物層を確認したが、床面に被熱痕跡は見受けられなかった。弥生土器、須恵器、焼土

塊が出土した。 SBOl ・ SK03 ・ SD03 より新しい。

SK07 中央区南東部で検出した。平面形は不整形であり、長軸l.87m、短軸0 .95m、深さ 0. 16mを

測る。弥生土器が出土した。

SK05 中央区南西部で検出した。平面形は隅丸方形であり、長軸0.94m、短軸0.67m、深さ 0 .75m

を測る。弥生土器が出土した。 SIOl より古い。

SK11 中央区南西部で検出した。平面形は楕円形であり、長軸l.38m、短軸0.93m、深さ 0.45m を

測る。弥生土器が出土した。 SIOl より古い。

(4）溝（第2 ・ 6図、写真図版6)

SD02 北区西部で検出した。 S 字状に曲がり、検出長2.40m、幅0.29m、深さ O.llmを測る。弥生

土器、須恵器、土師器が出土した。 SKlO より古い。

SD03 中央区北部、東区中央で検出した。東西方向に直線的に走り、検出長13.40m、幅l.27m、

深さ 0.12mを測る。弥生土器、須恵器、土師器、鉄棒が出土した。 SK04、 SP91 より古い。

SD04 東区南部で検出した。南東から北西に直線的に走り、検出長0.75m、幅l.71m、深さ 0 .30m

を測る。弥生土器が出土した。 SK02 より新しし、。

SD12 東区北部で検出した。南西から北東に直線的に走り、検出長0.85m、幅l.62m、深さ 0.15m

を測る。弥生土器、須恵器、土師器、鉄津が出土した。

第4節出土遺物（第7～ 12図、写翼図版7～ 10)

遺構・包含層から弥生土器、須恵器、土師器、中世土師器、珠洲、越中瀬戸、土錘、鉄棒、管玉未

製品が出土した。弥生土器は、後期前半の猫橋式である。富山県の猫橋式については、岡本淳一郎氏

が県西部を中心に形式分類を行なっており〔岡本2006〕、本報告ではその分類を用いて報告する。

( 1 ）遺構（第7～9図、写真図版7～ 9)

5101 1 ～30は弥生土器である。 1 ～ 2 は擬凹線小型査である。 1 は 3 条の擬回線、 2 は 2 条の
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SKOS ロ緑色凝灰岩出土位置
1 にぷい黄褐色シルト＋暗灰褐色シルト 40軸混

2 黒褐色シルト

3 灰白色粘質シルトブロック 5～20cm大 しまり弱い

一旦ー L=6.1m ~ 
一、 m 1

c 
－一一一 L=6 lm S!Ol 

E二＝＝＝＝＝＝～一一一γSIOl①
L、一一「＼ 一一二三ヒS!Ol② 撹乱

SKl I 

1 黒褐色シルト

2 1こゐ、い黄褐色シルト＋黒褐色シルト 20%ili! 地山よりしまり弱い 暗彊

三七三 芳三く~
SIOl 

1 灰黒褐色シル ト＋黄褐色シルト 3棚大1 0軸，昆

2 茶褐色ンルト＋黄褐色シルト 1mm大30同，E 寸 土

3 暗赤褐色粘質シルト＋黄褐色シルトブロック 3～ 5cm大1 0同混 ｜ 坑
4 黄褐色ンルト＋茶褐色粘質シルト 1 cm大40同混 」 1
5 茶褐色シルト＋黄褐色シJレトブロッウ 5～10cm大50同，毘

第3 図 SI01 平面図 ※番号は実測図番号

6 茶褐色シルト＋黄褐色シル ト 5mm大3%，昆 （炭粒，iil l

7 黒褐色シルト＋茶褐色シルトブ口、ノク 5聞大1 0阿E ｜ 主
8 黒褐色シルト＋貫褐色シルト 1 ～ 2mm大初軸混 I ii 
9 茶褐色粘買シル ト＋纏褐色シルト 3mm大20軸，E 」 1 m 

10 暗茶褐色シルト＋貰褐色シルト 3mm大 5帖混 寸 土
11 黒褐色粘賀シルトしまり強い 1ｷ;; 

- 7 

c’ 

(1/40) 



SB01 
、

HOES 

v 凶0·9=1
9 ~DES 

マz

910日S

〒

.v 「
H
E
l
h

匂I
I
F
O
回
目

円l
l

－o
回
目

l
l
l
E
ω
H

」

口

¥I -~ l v 

、＂＜＇. /I  I '601-6 
SP36 、トムノ ノ、〆

巴~~
ーヨ「一←一

o.-C 

ょにb

SBOl-4 

.v 

師
団D－
A

臼
田o－
－

C' 

SBOl-3 
SBOI I 

L=6. Om C 

c’ 

SBOI 1 SP15 

L=6. 伽＿＿！＇.＿＿＿

SBOI 

1 暗捧褐色シルト＋地山粒状極少混
2 灰茶褐色粘貫シルト＋黄白色粘買シルト地山混

E’ L=6. Om E 

1 m 

(1/40) 

8 

※番号は実測図番号SB01 平面図第4図



一」L

SB02 

1 暗赤褐色シルト
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SP23 

1 晶褐色シル ト

2 黒褐色シルト＋地山ブロック10%混しまり弱い
3 にぷい黄褐色シル ト＋黒褐色シル ト4C秘混

SP17 

1 暗灰褐色シルト
2 灰褐色シル ト＋地山ブロッヲ；E

3 黄褐色シルト＋灰褐色シJレトブロック混

SP36 SP43 SP44 

1 黄褐色シル ト＋地山7ロ ック混 1 灰褐色シルト＋地山ブロック 1 -3cm大10%混 1 黒褐坦シルト

SBOI 2 黒褐色シルト しまり弱い 2 灰褐恒シルト＋地山ブロック 5～I Dern大40帖混

1 黒褐色ンル ト＋地山粒状少量，E 3 灰褐色シルト＋地山フロック 3～ 5cm大柏崎混 3 にぶい貫灰色シルト

4 灰褐色シルトしまり弱い

5 にぶい黄褐色シル ト しまり弱い

第6図 SB03平面図
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1 暗灰褐色シルト＋黄褐色シルトブロツヴ 1 ～ 2cm大10帖，E
2 灰褐色シルト＋黄褐色シルトブロック 3 ～ 5cm大30帖，E
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1 暗灰褐色シルト＋貫褐色ンル トブロック20%埠
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1 晶褐色シルト
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1 黒褐色シルト
SK04 

1 黒褐色シルト＋黄褐色シルトブロック 2～ 3cm式叩軸，昆

2 黒褐色シルト＋黄褐色シル トブロック 3～ 7cm大 30同混＋農化物事ill混
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1 灰褐色シルト
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1 黒褐色シルト＋黄褐色シル トブロック 1 ～ 3聞大 20軸混
2 灰褐色シルト＋黒褐色ンル ト 30%，昆＋黄褐色シルト20%混

3 貰褐色シルト＋灰褐色シル ト 1 0%，昆 しまり弱い
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SD04 

1 暗灰褐色シルト
SK02 

1 灰褐色シル ト

2 黒褐色シルト
3 灰褐色シJレト＋黄褐色シルト 20判，昆

4 灰褐色シルト＋黄褐色シルト 40同混



表 1 遺構観察表
遺構番号 平面形態 長軸（検出長） 短軸（幅） 深さ 出土遺物 備考

S!Ol 楕円形 (4.20) 3.10 0.31 弥生土器、須恵器、土師器、 管玉来製品、鉄浮 SDll、 SK05、 SKllより新しい

土坑l 楕円形 (3.00) 2.20 0.36 S!Ol よ り新しい、土坑2よ り古い

土坑2 楕円形 (1.76) 1.36 0.56 土坑lより新しい、土坑3より古い

土坑3 不明 (1.08) 0.30 土坑2より新しい

SBOl-1 方形 0.57 0.48 0.15 SK04、 SP22より古い

SBOl-2 方形 0.58 0.50 0.21 弥生土器 SP25より古い

SBOl-3 方形 0.66 0.50 0.19 弥生土器

SBOl-4 方形 0.75 0.50 0.13 弥生土器

SBOl-5 方形 0.45 0.41 0.12 弥生土器

SBOl-6 方形 0.85 0.74 0.21 弥生土器 SB03-SP36より古い

SB02-l 円形 0.70 0.26 弥生土器

SB02 2 円形 0.65 0.24 弥生土器

SB02-3 方形 0.45 (0.18) 0.21 北端は調査区外

SB03-SP23 円形 0.45 0.16 須恵器

SB03-SP27 円形 0.54 0.13 弥生土器

SB03 SP36 楕円形 0.40 0.32 0.16 弥生土器、須恵器 SBOl-6より新しい

SB03-SP43 円形 0.48 0.35 弥生土器、土師器

SP03-SP44 方形 0.48 0.45 0.38 

SB03-SP68 方形 0.58 (0.15) 0.20 東端は調査区外

SKOl 不明 1.90 (0.70) 0.18 弥生土器、須恵器、土師器 SKlOよ り新しい、北端・ 南端は調査区外

SK02 楕円形 1.18 0.33 0.32 SD04より古い

SK03 方形 0.55 0.42 0.08 弥生土器 SK04よ り新しい

SK04 円形 1.00 0.06 弥生土器、 須恵器、焼土塊 SBOl 1、 SK03、 SD03より新しい

SK05 隅丸方形 0.94 0.67 0.75 弥生土器 S!Olより古い

SK06 円形 0.50 0.15 

SK07 不整形 1.87 0.95 0.16 弥生土器

SK09 楕円形 0.78 (0.24) 0.51 弥生土器 西端は調査区外

SKlO 隅丸方形 (0.70) (0.50) 0.14 弥生土器、須恵器、 土師器、鉄j宰 SD02 よ り新しい、 SKOl よ り古い

SKll 楕円形 1.38 0.93 0.45 弥生土器 S!Ol よ り古い

SK12 楕円形 0.84 (0.32) 0.33 土師器 東端は調査区外

SD02 S字状 (2.40) 0.29 0.11 弥生土器、須恵器、土師器 SKlOよ り古い

SD03 直線状 (13.40) 1.27 0.12 弥生土器、須恵器、 鉄浮 SK04、 SP91より古い

SD04 直線状 (0.75) 1.71 0.30 弥生土器 SK02より新しい

SD05 （北） 直線状 (0.83) 0.50 0.10 弥生土器 北端・南端は調査区外

SD05 （南） 直線状 (0.73) 0.61 0.66 北端・南端は調査区外

SD06 直線状 0.84 0.20 0.05 

SD07 直線状 1.02 0.38 0.35 

SDOS 直線状 (0.38) 0.37 0.06 SP82、 SP83より古い

SD09 直線状 2.76 0.82 0.52 SP78より古い

SDll 直線状 (0.90) 0.68 0.22 弥生土器 S!Olより古い

SD12 不明 (0.85) 1.62 0.15 弥生土器、 須恵器、土師器、 鉄浮 東端 ・ 西端は調査区外

SPOl 不明 (0.48) (0.18) 0.04 北端、西端は調査区外

SP02 円形 0.26 0.10 西端は調査区外

SP03 円形 0.28 0.15 

SP04 楕円形 0.58 0.30 0.32 須恵器

SP05 円形 0.29 0.15 

SP06 円形 0.23 0.16 

SP07 円形 0.24 0.25 西端は調査区外

SPOS 円形 0.25 0.35 

SP09 円形 0.30 0.12 

SPlO 円形 0.36 0.49 

SPll 方形 0.25 0.22 0.27 

SP12 円形 0.29 0.30 土師器 西端は調査区外

SP13 楕円形 0.44 0.33 0.25 

SP14 楕円形 0.34 0.25 0.21 

SP15 楕円形 0.36 0.26 0.18 土師器

SP16 円形 0.53 0.49 

SP17 円形 0.25 0.19 珠洲 SP18よ り新しい

SP18 円形 0.21 0.12 SP17より古い

SP19 円形 0.40 0.28 

SP20 円形 0.22 0.16 SP65より古い

SP21 円形 0.24 0.26 

SP22 円形 0.41 0.34 SBOl 1 より新しい

つ
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遺構番号 平面形態 長軸（検出長） 短軸（幅） 深さ 出土遺物 備考

SP24 円形 0.28 0.22 

SP25 円形 0.43 0.23 SBO l -2 より新しい

SP26 楕円形 0.55 0.27 0.20 

SP28 円形 0.33 0.38 弥生土器

SP29 円買手 0.26 0.15 

SP30 円形 0.36 0.09 

SP31 円形 0.35 0.19 

SP32 円形 0.26 0.13 

SP33 円形 0.25 0.17 

SP34 円形 0.25 0.40 

SP35 楕円形？ 0.49 (0.23) 0.37 弥生土器 東端は調査区外

SP37 円形 0.30 0.41 弥生土器

SP38 円形 0.24 0.12 

SP39 楕円形 0.33 0.28 0.39 弥生土器

SP40 円形 0.33 0.29 

SP41 円形 0.30 0.21 

SP42 円形 0.45 0.47 

SP45 楕円形 0.33 0.25 0.17 

SP47 円形 0.23 0.07 弥生土器

SP48 円形 0.30 0.30 

SP49 楕円形 0.84 0.48 0.15 

SP50 円形 0.46 0.15 

SP51 円形 0.22 0.05 

SP52 楕円形 0.21 0.15 0.16 

SP53 楕円形 0.28 0.19 0.26 

SP54 円形 0.30 0.30 弥生土器、土師器

SP55 円形 0.28 0.33 弥生土器

SP56 円形 0.28 0.35 

SP57 円形 0.27 0.35 

SP58 円形 0.34 0.20 

SP59 方形 0.37 0.32 0.12 

SP60 楕円形 0.32 0.26 0.13 

SP62 円形 0.23 0.21 

SP63 円形 0.23 0.17 南端は調査区外

SP64 円形 0.24 0.08 

SP65 円形 0.24 0.19 SP20より新しい

SP66 楕円形 0.48 0.35 0.21 

SP67 楕円形 0.85 0.69 0.11 

SP69 円形 0.16 0.10 

SP70 円形 0.28 0.33 弥生土器

SP71 楕円形 0.25 0.16 0.17 

SP72 円形 0.27 0.15 

SP73 円形 0.23 0.14 

SP74 円形 0.24 0.30 

SP75 方形 0.30 0.20 0.23 

SP76 円形 0.30 0.26 

SP77 楕円形 0.32 0.25 0.10 

SP78 円形 0.26 0.34 SD09 より新しい

SP79 楕円形 0.35 0.26 0.25 

SP80 円形 0.31 0.16 

SP81 円形 0.28 0.26 弥生土器、須恵器、土師器、鉄浮

SP82 円形 0.37 0.27 東端は調査区外

SP83 楕円形？ 0.50 (0.33) 0.20 弥生土器、土師器 西端は調査区外

SP84 円形 0.26 0.19 

SP85 円形 0.45 0.36 

SP86 楕円形 0.40 (0.19) 南端は調査区外

SP87 円形 0.23 0.43 SK04より新しい

SPSS 楕円形 0.30 0.21 0.27 須恵器、土師器

SPS9 円形 0.46 0.12 

SP90 楕円形 0.60 0.36 0.2S 弥生土器

SP91 円形 0.35 0.16 弥生土器、須恵器、土師器 SD03より新しい

SP92 楕円形？ 0.6S 0.42 0.27 弥生土器、 鉄浮

SP93 楕円形 0.32 0.21 0.345 須恵器
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擬回線を施す。 3 ～ 6 は擬凹線査である。 3 は口縁部外面に 3 条の擬凹線、 4 は 2 条の沈線と 4

条の擬凹線、 5 は 3 条の擬凹線を施す。 6 は擬回線後上部をナデケシし、 2条の擬回線が残る。

7 は付加状聾で、 口唇面に 3 条の擬回線を施す。 8 ～10は平縁聾である。 11～14は近江系の受口

蓋である。 13は肩部外面にハケ状工具による連続刺突文、内面にケズリを施す。 15～17は短頚査

である。 16は有段短頚壷で、内外面に赤彩が施される。 18 ・ 19は広口壷である。 18は口縁部外面

に 7条の沈線を施す。 20～22は聾か壷の底部である。 23は台付査の底部である。 24～26は丹後系

の擬凹線器台で、受部口縁が上下に拡張し、口縁端部は丸い。 24は受部外面に4条の擬回線、 25

は 3 条の擬回線、 26は 6 条の擬回線を施す。 27～30は高杯か器台の脚部である。 29は裾端部に刻

み目を施す。 30は内外面に赤彩が施される。 31～34は須恵器である。 31 ・ 32は杯で、口縁部が小

さく外反する。 33は杯Aの底部で、体部と底部の境は角張っている。 34は杯蓋で、口縁部が断面

三角形である。 35～38は土師器の査である。 35は口縁部が外傾し上方に引き上げられ内側に段が

つき、端面を面取り する。 36は口縁部が外傾し上方に引き上げられ内側に段がつき、口総端部は

肥厚する。 37 ・ 38は同一個体と考えられ、口縁部が外傾し口縁端部を丸くおさめる。口縁部内側

にカキ目を施す。 39 ・ 40は緑色凝灰岩製の管玉未製品である。 41は鉄津である。

SB01-2 42 ・ 43は弥生土器の聾である。 42は擬回線蓋で、口縁部外面に 4条の擬回線を施す。 外

面に煤が付着する。 43は肩部に木口の角を押し当てる刺突文を施す。

SB01-3 44 ・ 45は弥生土器である。 44は聾で、肩部に線刻が見られる。 45は高杯か器台の脚部で＼

円形の透かし穴を 6方向に施す。

SB01-6 46 ・ 47は弥生土器である。 46は聾で、肩部にハケ状工具による連続刺突文を施す。 47は

高杯か器台の脚部である。

SB02-2 48は弥生土器で、無頚壷である。外面全体に煤が付着する。

SB03-SP36 49は弥生土器の拡張有段高杯であ る。 50は須恵器の杯蓋で、口縁端部が細長く 立つ。

SB03-SP43 51は弥生土器の有段小型歪である。 52は土師器の聾の底部で、 底部内面に煤が付着

する。

SP04 53は土師器の聾で、口縁部が外傾し端面を面取りする。

SP17 54は珠酬の播鉢である。 9 条の卸し目が施される。

SP88 55は須恵器の杯で、口縁部が直線状に立ち上げる。 56 ・ 57は土師器の椀である。 56は体部

が内湾気味に立ち上がり、端部を丸くおさめる。内外面に赤彩が施される。 57は体部が直線的に

立ち上がり、口縁端部が小さく外反する。

SK01 58 ・ 59は須恵器の杯蓋である。 58は口縁端部を内側に巻き込む。 59は口縁端部を丸 くおさ

める。 60～63は土師器の歪である。 60は口縁部が外傾し端面を面取りする。 口縁部外面に煤が付

着する。 61は頚部が直線的に立ち上がり、口縁部がやや外反し端面を面取 り する。 62 ・ 63は口縁

部が外傾し、口縁端部を丸くおさめる。

SK07 64は弥生土器の有稜歪である。

SD03 65～68は土師器である。 65～67は聾である。 65は口縁端部を内側に巻き込む。 66は口縁部

が外傾し端面を面取りする。 67は口縁部が外傾し端面を面取 り する。頚部外面に 1 条の沈線を施

す。 68は小型査で、口縁端部を内側に巻き込む。

SD02 69は土師器の小型聾で、 口縁部が内湾気味に立ち上がる。 70は須恵器の杯で、口縁部が直

線状に立ち上げる。

SD04 71～73は弥生土器である。 71 ・ 72は有段壷である。 71 は口縁部内外面にヨコミガキを施す。

72は口縁部内面にヨ コ ミガキ、外面にタ テミガキ、体部外面にはタテハケ後タ テミガキを施す。

73は拡張有段高杯である。
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SD12 74 ・ 76は弥生土器である。 74は拡張有段高杯である。 76は高杯か器台の脚部である。裾端

部に刻み目を施す。 75は古式土師器の小型器台である。内外面にヨコミガキを施す。 77は鉄津で

ある。

(2 ）包含層（第10～ 12図、写真図版10)

西区包含層 78 ・ 79 は弥生土器である。 78は短細頚査である。 79は擬凹線聾で、口縁部外面に2条

の擬回線を施す。 80～82は須恵器である。 80は杯蓋で、つまみがひし形である。 81は杯Aの底部

で、底部と体部の境は丸い。 82は聾か壷の底部で、回転ヘラ切り後低い高台が貼り付けられる。

83～85は土師器である。 83は椀の底部で、外底面に回転糸切り痕が見られる。 84 ・ 85は査で、口

総端部を丸く巻き込む。 85は口縁部外面にヘラキズが見られる。 86は珠洲の聾である。 87は瓦器

の播鉢である。

北区包含層 88～99は須恵器である。 88 ・ 89 は杯蓋である。 88はつまみが乳頭状である。 89は口緑

端部を丸く巻き込む。 90～93は杯である。 90 ・ 92 ・ 93 は体部が直線的に立ち上がり、口縁部で小

さく外反する。 91は体部が直線的に立ち上がり、口縁端部を丸くおさめる。 94は杯Aの底部で、

底部と体部の境は丸い。 95～97は杯B の底部で、高台は貼り付け高台である。 95は高台が平らで

ある。 96 ・ 97は高台が内傾している。 98は広口査である。 99は査の底部である。高台はやや内傾

している。 100～ 102 は土師器である。 100 ・ 101 は聾である。 100は口縁端部を丸く巻き込む。

101は口縁部が外傾し端面を面取りする。 102は椀の底部で、高台は貼り付け高台である。高台は

つまみあげながら、端部を丸くおさめる。 103は中世土師器である。

南区包含層 104 ・ 105 は須恵器の杯である。 104は口総部が直転的に立ち上がり、口縁端部を丸く

おさまる。 105は体部が内湾気味に立ち上がり、口縁端部で強く外反する。 106は土師器の皿であ

る。内外面に赤彩を施される。

東区包含層 107～111 は須恵器である。 107 ・ 108は杯蓋である。 107は口縁端部を丸く巻き込む。

108は口縁端部を丸くおさめる。外面に墨書で「成J または「北」と一字書かれているが、正確

な文字の判読は出来なかった。 109 ・ 110は杯で、口縁部が直線状に立ち上げる。 111は横瓶であ

る。口縁部から肩部外面に焼成時に付着した自然柏などによる焼き膨れが見られる。 112 ・ 113 は

土師器の椀である。 112は外底面に回転糸切り痕が見られる。内外面に赤彩が施されている。 113

は高台が貼り付け高台である。外面に赤彩が施されている。 114は珠洲の聾である。

中央区包吉層 115～ 131 は弥生土器である。 115～ 118 は受口歪である。 119は有段聾である。 120

は平縁聾である。 121～126は擬回線聾で、 121～124は口総部外面に 2 条の擬回線を施す。 125 ・

126は半裁竹管による回線文を施す。 127は擬回線壷で、口縁部外面に 7 条の擬回線を施す。 128

は短頚壷である。 129は聾か壷の底部である。 130は高杯である。 131 は器台の脚部である。 132～

144は須恵器である。 132～137は杯である。 132～ 135は体部が直線的に立ち上がり、口縁端部が

小さく外反する。 136 ・ 137は口縁部が直線状に立ち上げる。 138～141 は杯Aで、体部と底部の境

は丸い。 138 ・ 139 は体部が直線的に立ち上がり、口縁端部が小さく外反する。 142 ・ 143は杯B の

底部で、 144は壷の底部である。高台は貼り付け高台で、高台が内傾している。 145～156は土師

器である。 145は小型聾で、内面に煤が付着する。 146～ 152 は歪である。 146 ・ 147は口縁端部を

内側に巻き込む。 148 ・ 151 ・ 152 は口縁部が外傾し端面を面取りする。 149 ・ 150は口縁部が外傾

し、口縁端部を丸くおさめる。 153～155は鍋で、口縁端部を内側に巻き込む。 156は椀である。

高台は貼り付け高台で、内傾している。内外面に赤彩が施される。 157は中世土師器である。

158 ・ 159は越中瀬戸の皿である。 158は錆紬が施される。高台は削り出し高台である。 159は錆柏

が施される。 160 ・ 161は土錘である。細辻真澄氏の分類〔細辻2001〕では、 160は寸胴型 a 類、

161 は樽型 a 類に該当する
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表2 遺物観察表
" I 遺構 I 稲別 | 総種 ｜口径（ooll 根町~j 底径（ω）｜ 胎土｜ 燐成 | ロ緑内面御霊 | ロ緑外商調整 I 胸部内面鯛盈 I m部外函綱艶 | 底部内面開髭 | 底部外面調豊富 | 内商色刷 外商色調 備考

ヨコナデ
鍍凹線3粂

II SIOI 1 弥生土器 ｜緩凹緩小型塑1 II.I やや組｜ 良好 ｜ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ にぷい笹色 にぷい檀色

一
龍一品

21 SIOI ｜ 弥生土器 I I疑問級小型型｜ 5.0 禽 | 良好 ｜ヨコナデ ヨ コテデ ヨコナデ にぷい盤色 ｜灰貨褐色

31 SIOI 1 弥生土器 l 療回線麹 I 1•.o やや密 i 良好 ｜ヨコナデ 灰白色

洩貨笹色

にぷい貧笹色

41 SIOI ｜ 憶生土器 1 擬凹S浪費 I "ｷ' 密 | 良好 ｜ヨコナデ ｜灰白色

51 SIOI ｜弥生土器｜ 擬凹銀翼 I 16.1 密 | 良好 ｜ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 にぷい貨僅色

トヨコナデ
密 ｜ 良好 ｜ヨコナデ 隙凹線後ナデケシ

四回融2条
61 S!Ol 1 弥生土器｜ 綴凹級車 I 1s.o ｜灰白色灰白色

五王子子
擬凹岬3粂

71 S!Ol ｜鉱生土器｜ 付創世豊富 I 1s.1 やや笛 ｜ 良好 ｜ヨコナデ 灰白色 Ilk白色

ヨコナデ
口線端節以；線1条
言言ヂ，，－－
ヨコハケ後ナヂケシ
ロ忽緒部氏線1条

ヨコナデ
日銀端部洗線1条
頼書都ヨコハケ
百吉亨亨一一
頭舗タテハケ後ヨコナデ
鋪邪面とり

Bl SIOI ｜弥生土器｜ 平総型 I 13.o 続 ｜やや良好｜ヨコナデ 笹色 ｜赤色

sl S!Ol ｜弥生土器｜ 平縁建 I 1s.o やや粗｜ 良好 ｜ヨコナデ 灰褐色 l燈色

101 S!Ol ｜ 弥生土器｜ 平緑建 I 14.o やや粗｜ 良好 ｜ヨコナデ 笹色＋浅黄鐙色 l浅賀笹色

Ill SIOI ｜郵生土審｜ 受口建 I 220 やや密 ｜ 良好 ｜ヨコナデ にぷい綾色 ！にぷい貨筏色

121 SIOI ｜弥生土鵠｜ 受口盟 I 13.s やや駆 ｜ 良好 ｜ヨコナデ

I lヨコナデ
密 | 良好 ｜一部ヨコハケ

やや密｜ 良好 ｜ヨコナデ

密 | 良好 ｜ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ
積部刺突文
ヨコナデ

ヨコナデ

ヨヨナデ ヨコナデ 浅賀燈色 にぷい貿径色＋褐灰色

131 SIOI ｜鄭生土鋸｜ 受口鑓 2'.5 ヨコケズリ タテハケ後ナデケシ 機質笹色＋灰白色 ｜浅賀燈色 内面無施有り

141 叩1 ｜弥生土器｜ 受口裏 I 10.0 

151 S!Ol ｜郵生土器｜ 短顕盛 I 11.0 

によい極色 にぷい賞径色

縄灰色 ｜灰白色

亦生土器｜有段短頚壷 ｜ 13.6 

弥生土器｜ 短観壷 I 1•.• 
密 | 良好 ｜ナデ ｜ナデ 浅貧笹色＋笹色フ年影） ｜灰白色＋鐙色（赤彩）

にぷい貧鐙色 ｜灰白色

16( S!Ol 内外面赤彩

一
け
一
打
市

芳
白
一
捕

後
ユ
ケ
部
デ

一か
一醐
吋

好
一
好

良
一
良

組
一

や

一
密

17 （ 釘01

郵生土器｜ 広口受 I 2so 浅賀檀色 ｜褐灰色18( S!Ol 

2.61 4は~ Iヨコナデ ヨコナデ 灰白色 仮面色

ナデ ナデ 笹色 にぷい笹色

にぷい賞笹色

誌記~ タテケズリ ｜ヨコハタ後ナデケシ｜にぷい貧燈色

中
げ

灰白色 ｜盤色

"I 叩1 ｜ 弥生土器｜ 台付聾

241 S!Ol ｜ 弥生土器｜録回線総台 ｜ 178 

251 釦01 ｜ 強生土器｜凝回線器台 ｜ 18.0 

261 SIO! ｜ 弥生土器｜擬凹線器台 ｜ 2'.0 

211 SIO! ｜ 弛土語 I "ll'J:i'ii台 ｜ 27.0 

やや粗｜ 良好 ナデ にぷいIt盤色 ｜灰白色
ユピ才サエ

密 | 良好 ｜ヨコナデ ｜擬凹線4条
やや組｜やや良好iヨコナデ ｜綴凹線3条

密 | 良好 ｜ヨコナデ l傑回線6条

にぷい貧鐙色 ｜賞灰色

にぷい貧燈色 ｜灰白色

洩貧極色＋褐灰色 ｜浅賀鐙色

組 | 良好 ヨコナタ ｜灰白色 ｜灰白色ヨコナグ

タテハケ後ナデケシI＇言語：~：ミガキ ！洩脚色281 SIOI ｜弥生土器｜高将。噛台 1a.ol 密 | 良好 にぶい鐙色

ヨコナデ ' 1灰白色
鋸繍部洩い刻み目 ' 

国｜ SIO! ｜ 弥生土鑓｜酬。嘩台

I I l 商杯。滑脅台
30( SIO! l 弥生土鍾 l

| | | 有段脚

"I SIOI I 須恵器 | 符 I IOβ 
32( SIOI I 須恵偲 | 杯 I 13.o 

21.ol 密 | 良好 ｜灰白色ヨコナデ

彩赤函外内影情色縄a
m
w
 

明

一色
i

』

一褐
一色

白

一貿
一縄

灰

一灰
一灰

影

一

一

赤

一

一

色

一

一

褐

一

一

嚇
一色
一

色

一貫
一色

勘

一灰
一褐

灰

一階
一灰「

ん

ナ
部

コ
段
ヨ
有

23.2 I 密 | 良好 ヨコナデ

Sア
一4
7

ナ

一ナ

コ

一コ

ヨ

一ヨ一好

好
一良

良

一や一や

禽
一密

ヨコナデ

ヨヨナデ ヨコナデ ヨコナダ

回転ヘラ切り
ヨコナデ

須恵器 軒、A出 l SIO! s.ol 密 ｜やや不良 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 賞灰色 ｜賞灰色

目｜ SIOI I 須恵密｜ 杯盤 I l回

目｜ SIOI I 土師認 | 聾 I 10.0 

デ
一
デ
一
一
ケデ
一

ケ
一

ナ
一
ナ
一
ハ
ナ

一
メ
ハ
一

コ
一
コ

一司
コ
一
キ
コ
一

ヨ

一
ヨ
一
ヨ
ヨ

一カ
ヨ
一

好
一
好
一
好

一
好
一
好

良
一
良
一
良

一
良
一
良

密
筏

一
密

一
密
一
密ρ
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ヨコナデ 賞灰色 ｜灰質褐色

灰白色 ｜灰白色ヨコ宇亨
口緑織部面取り

361 SIOI I 土師器 | 蔓 I is.o ヨコナデ にぷい貨櫨色 ｜にぷい賞鐙色

よ半タテハケ後方キメ ｜ヨコナデ
タテハケ I－一節タテハケ

371 S!Ol I 土師鴇 | 麹 I 1so ヨヨナデ 洩貧裡色

洩貧笹色

浅＂＇笹色

桟＂＇笹色

38と同一偶蹄

37と同一倒日本

一石材緑色凝灰治
一石初緑色凝灰岩

担 ｜ S!Ol I 土師鵠 | 盟

四 ｜ SIOI ｜管玉来股晶

401 SIOI ｜管玉朱観晶
411 SIOI I 鉄都

ナデヨコハケ

OB .6 

o.a 2.3 

3B 47 

やや組｜ 良好 I~~~；ピオサエ ｜擬凹銀4条
！ヨコナデ

コナデ ’ 
421 SR0!-2 1 弥生土器｜ 振回線型 I 1•.o ヨコケズリ ｜ナデ にぷい貨笹色 ｜灰貨褐色 外面県斑有り

n，部刻み目
タテハケ

線刻
タテハケ

431 S801-2 1 弥生土器 ｜ 麹 やや密 ！ 良好 ヨコナデ ナデ ｜貿褐色黒褐色

44 I SBC! 3 ｜ 跡生土器｜ 現 密 | 良好 灰白色 ｜灰白色＋黒色（燃施） ｜外商泉施有りタテハケ

タテハク後タテミガキ I I 
円形透穴有9 .6カ所か ｜にぷい賞盤色 ｜にぷい貿笹色45 I SBCl-3 1 弥生土器｜高符。 r器台 やや組｜ 良好 ヨコナデ

シ
自
ケ

み
6
J割
側

ナ
る
蕗
よ

焔w
m向”

ケ
ケ
ハ
ハ
テ
都
タ
額エ砂y

- 
ピユ後デナコヨ46 I SBOI 6 1 隊生土器｜ 建 密 良好

密 良好

密 良好ヨコナデ

禽 良好 ヨ コナダ

密 良好ヨコナヂ

やや組 良好 ヨコナデ

6.11 密 | 良好｜

密 良好ヨコナデ

密 良好i

谷 良好ヨヨナデ

積 良好ヨコナデ

密 良好ヨコナデ

省 良好ヨコナデ

密 良好ヨコナデ

やや組 良好 ヨコナデ

にぷい賞極色 ｜灰白色

471 S凹1-6 ｜ 勝生土器 l 高杯。r器台 ｜ 17.6 

"I S凹2-2 ｜ 弥生土器 l 無頚i;; I 12.4 

'" I ＇田＇＇＂＇ I 亦生土器｜鉱盟有段商杯1 28.< 

印 I SB田＂＂＇ I 須恵器 | 杯葺 I 1s.o 

51 I SB03 SP43 I 弥生土器 ｜ 省刷型車 1 16.6 

臼 I SB03 9843 I 士郎裁｜ 艶

日 ｜ "ー' I 士郎裁 | 建 I 11.0 

''I ss11 I 珠測 | 情鉢
日 i S問8 | 須恵器 | 符 J 11.a 

日｜ SR閥 | 土師探｜ 繍 I 1•• 

訂｜ SR曲 | 土師器 1 梅 I 116 
日 ｜ SKOi I 須恵銘 | 杯盤 I 11.0 

日 ｜ S回1 I 須恵鐸 | 杯盗 I '' 
曲 ｜ ""1 I 土防総 | 聾 I 22.C 

611 S日l | 土師器 | 斑 I is.o 

回 l S>nl I 土師器 | 塑 I 20.C 

ヨコナデ ヨコミガキ ｜浅賞色 ｜議貧色

にぷい貧血 ｜融制

灰白色 ｜灰白色

灰色 ｜灰色

灰白色 ｜灰白色

ヨコミガキ後タテミガキ

ヨコナデ

ヨコナダ

ヨコナデ

耳面雇百孟

静止糸切り ｜にぷい賞鐙色 ｜にぷい賞鐙色 ｜内面燦付着ヨコナデ ヨコナデ

ヨコ干干
ロ縁縮部面取り 浅質密色 ｜桟質密色

l卸し固9粂 1ヨコケズリ にぷい賞複色 11：•い貨笹色

灰色 l灰色ヨコナデ

ヨヨナデ

ヨヨナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

に，，噴橿色崎糊色事影｝｜凶い雌色崎赤褐色赤紛 ｜内外面赤彩
機質燈色 ｜浅賞噛色

灰色 ｜灰色

直灰色 ｜策灰色

浅貧俊色 ｜桟賞燈色

浅賀盤色 ｜鐙色

にぷい貧燈色 ｜にぷb噴径色

後
一

後
一朗

一
蹄

矧
土
や
禽 ヨコナデ

ヨコナデ
顎鶴ヨコハケ
百草I喜一一
ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ
ロ緑錦部箇取り

ヨコナデ
ロ煩錨都面取り
捌郁沈線

63 I SKOi I 土師器 | 聾 ll1 I 良好 ｜ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 浅賀鐙色 に品、極色17.8 

制 l SK07 1 弥生土器｜ 有稜建 デ

一ア
一
デ

ナ

一ナ

一
ナ

コ

一コ

一
コ

ヨ

一ヨ

一
ヨ

良

一

一

不

一好
一
好

や

一良
一
良

や

一

一

密

一

一
密

や

一径
一
や

や
ー

ー

や

慨白色 灰白色168 

日｜ srn I 土師砲｜ 盟 I ＂β 

師｜ SD03 I 土防鍵 | 蝿 I 20β 
画面雇亘

洩貧笹色 詰 外面煤付婚

密 | 良好 1 ：~；； 67 I SDC3 I 土師鋸 | 麹 I 1•• 灰貨褐色 ｜灰賞縄色

団｜ SW  I 土師器 | 小型堕 J 11.0 

田！ 日田 ｜土師器｜ 小型堕 I 11.0 

叩｜ srn I 須恵器 | 符 I 11.0 

11 I sec< 1 弥生土器 l 有段鐙 I 10.2 

密 | 良好 ｜ヨコナデ ｜ヨコナデ
密 | 良好 ｜ヨコナデ ｜ヨコナデ

密 | 良好 ｜ヨコナデ ｜ヨコナデ

密 | 良好 lヨコナデ後ヨコミガ剖ヨコナデ後ヨコミガキ

浅貧燈色

浅，R燈色

浅貧鐙色

浅黄鐙色

灰色 ｜灰色

浅貨趨色 同実質鐙色

タテハケ後ナデケシ、 ｜タテハク
その後タテミガキ冗｜ S削 ｜ 弥生胡｜ 有醐 I 1s.21 "ｷ' I 叶やや密｜ 良好 1 ：~；~キ

η ｜ 山 ｜ 世土器｜醐欄附｜ | | ｜ 密｜良好 1 ：~浮キ
74 I SDI2 ｜ 弥生土鍔｜鉱掴有段高杯1 34.51 I lやや組 ｜ 良好 ｜ヨコナデ

に－＇＂、lll&•I －＇＂悦也色｜に晶、俊色＋に＿，，.噴慢色ナデ ナデタテミガキ

タテミガキ
ヨコナデ

ヨコナデ

色

一色

白

一白

灰

一灰

色

一色

白M

一白
川

灰

一灰

密 | 良好 1 ：~；；~ ｜ヨコミガキ75 I SD12 ｜古式土防援｜ 小型器台 I 11.0 にぷい雀色 にぷい笹色

ヨコナデ
ユピオサエ

｜タテハク後ナデケシ｝l浅賞色健編部浅い刻み目 ' 
76 I SD12 ｜弥生土器｜高符0 ＇器台 1<.o l やや密｜ 良好 浅貨色ヲコハケ タテハケ

円｜ SDl2 I 鉄浮 I I 3.11 3.1 

78 （西区包含層 ｜ 弥生土器｜ 短縮頭登 I 10.0 組 | 良好 ｜ヨコナデ にぷい賞笹色 同賞鐙色ヨコナデ

円
〆
“

円
〆
臼



"' 遺構 種別 器穏 口径（叩） 器丙（叩 底径（~） 胎土 娩成 ロ緑内面調整 口緑外商関盤 腕部内面闘鐙 胴部外而調整 底部内面銅盤 底部外商調聖書 内面色調 外面色倒 備考

79 西区包含府 弥生土器 療回線麹 22.6 やや組 良好 ヨコナデ
ヨコナデ

浅賀燈色 1品質位色
擬凹線2条

80 西区包合府 須，y部 杯蛮 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰色 自然紬付着

81 西区包含層 m恕lll 杯A 8.8 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 回転へラ切り 灰白色 灰白色

82 西区包含用 須，y穏 型°＇監 84 筏 良好 ヨコナデ ヨコナデ 低回転い高へ台ラ切貼りり後付、け 灰色 灰色

田 西区包含周 土師器 椀 5.0 密 良好 ヨコナデ ナデ 回転糸切り 1曳賞燈色 賞灰褐色＋洩賞燈色

84 西区包含層 土飾部 費 240 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 浅質密色 泊費樫色＋位色

85 西区包含層 土師器 要箆 13.7 宿 良好 ヨコナデ
口鰻部へラ悔有り

灰白色 灰白色
ヨコナデ

86 西区包含層 mi怠器 聖書 密 良好 平行タタキ 同心円タタキ 賞灰色 貨灰色

87 酉区包含府 瓦鴇 片口鉢 28.0 
密

良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色～灰色 灰色
（骨針）

田北区包含廊 忽足『鶴 符蓋 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰色 灰色

89 北区包含層 須恵鰐 符室長 13.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 貧灰色 灰貧色

90 北区包含層 須暗号告 符 10.0 "' 良好 ヨコナデ ヨコナヂ 縄灰色 梢灰色

91 北区包含用 須恵器 杯 13.8 "' 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰色 灰色
（作針）

92 北区包含府 須恵器 仔 !LO 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰色 灰色

93 北区包含用 須恕器 停 16.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰色

94 北区包含糟 須恵器 杯A 9.4 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 回転へラ切。 灰色 灰白色

95 北区包含層 須理署g 符8 4.8 やや密 やや良好 ヨコナデ ヨコナデ 平高行台貼糸切り付り後け、 灰白色 灰白色

96 北区包含層 須恵書官 符B 6.0 禽 良好 ヨコナデ ヨコナデ 回高転ヘラ切っ後、 賞灰色 灰色＋賞灰
古貼 P付け

97 北区包含層 須恵器官 本不B 9.2 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 回高転ヘラ切り後、 制灰色 褐灰色
台貼り付け

98 北区包含廟 須恵罷 建 2日56 管 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰賞色 灰色 内面白然紬付着

99 北区包含廟 須態様 登 5.2 管 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨ コナデ
高台貼り付け

質灰色 質灰色
ヨコナデ

100 北区包含層 土飾.. 鍋 20.0 密 良好 ヨコナヂ ヨコナデ 浅貧色 淡貨色

IOI 北区包含層 土師栂 重題 13.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ によい賞檀色 滋賀燈色

102 北区包含庖 土飾根 椀 6.7 密 良好 ナデ
高台貼 り付。

浅，oil!色 淡貨色
ヨコナデ

103 北区包含府 中世土師根 皿 11.7 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ユピオサエ ヨコナデ ナデ ナデ にぷい賀檀色 に£い質橿色

104 南区包含層 気事偲 符 11.4 密 やや良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰貧色 貨灰色

105 南区包含層 須JI!棋 杯 !LO 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ にJごい賞檀色 禍灰色

同4 南区包含層 土師語 皿 10.0 禽 良好 ヨコナヂ ヨコナデ によい費値色＋檀色（捧彰） にぷい禍色＋檀色｛赤影） 内外面赤影

107 東区包含層 須恵鯵 杯蓋 12.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰色 灰色

108 東区包含層 須JI!器 符蓋 15.6 禽 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 貨灰色 貨灰色 外面に畳帯『口J

1回 東区包合層 須司区器 符 15.4 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

110 東区包含層 須恵磁 符 10.6 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

Ill 東区包含層 須恵器 横短 10.7 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 平行タタキ 同心円タタキ 県褐色 灰白色 外商灰付着

112 JI!区包含届 土師器 続 68 密 良好 ヨコミガキ ヨコナデ ヨコミガキ 回転糸切り 洩質笹色＋極色｛赤影） 洩賞笹色＋燈色｛赤影） 内外面審彩

113 東区包含層 土師務 倒 84 密 やや良好 ヨコナデ ヨコナデ 貼付高台 賞縄色 視賞極色＋盤色｛赤影） 外面赤彩

114 東区包含層 去来洲 麹
密

良好 何圧II! 打庄疲 灰色 灰色
（骨針）

115 中央区包含届 弥生土器 受口ll! 130 密 良好 ヨコナデ ヨコハケ 浅貨笹色φ灰貨褐色 によい虚色

116 中央区包含層 弥生土器 受口裏 15.8 組 良好
ヨコナデ ヨコナデ

によい賞笹色 禍灰色＋灰白色
ヨコハケ ヨコノ、.

117 中央区包含層 弥生土器 受ロll! 170 やや組 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 a’R橿色＋灰白色＋得灰色

II日中央区包含層 弥生土語 受口調眠 186 やや組 良好 ヨコナデ ヨコナデ 構賞極色＋檀色 構賞栂色＋橿色

119 中央区包含層 弥生土器 有段ll! 14.8 やや組 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコケズリ ナデ 浅貧色 浅貧笹色

120 中央区包含層 弥生土器 平縁ll! 21.0 組 良好 ヨコナデ ヨコナデ ナデ ナデ 淡賞色 賞灰色＋灰白色

121 中央区包含層 弥生土器 擬回線型 15.3 組 良好 ヨコナデ
ヨコナデ

にぷい賞控色 灰貨鋤色 外面煤付鎗線回線2条

122 中央区包含廟 総生土様 擬凹組聾 15.6 1狙 良好 ヨコナデ
ヨコナデ

によい賞笹色 によい賞檀色 外面燦付翁
綾田縁2条

123 中央区包含膚 弥生土器 擬凹録聾 13.6 やや組 良好 ヨコナデ
ヨコナデ

灰白色 灰白色
擬回線2条

124 中央区包含膚 弥生土器 線回線建 17.6 やや粗 長野 ヨコナデ
ヨコナデ

燈色 洩貨怨色 内外面煤付緒
銀回線2条

125 中央区包含層 弥生土器 撮回線聾 31.0 密 良好 タテミガキ 竹管による回線
に£ぃ極色 によい笹色

ヨコミガキ ヨコミガキ

126 中央区包含層 弥生土器 機回線聾 288 やや粗 やや良好 ヨコナデ
竹管による回線

浅賀笹色 浅賀鐙色ヨコナデ

127 中央区包含眉 弥生土器 燦凶銀盤 17.5 密 泉好 ヨコナデ 疲額飾回線タ5テ粂ハケ によい費笹色 にぷい賞檀色
ヨコナデ

128 中央区包含層 ーが生土器 短頼鐙 13.6 管 良好 ユピオサエ ヨコナデ にふ’い質世色 によい賞檀色

129 中央区包含層 弥生土総 ll!M蜜 4.2 I.軍 良好 タテJ、ヶ ナデ ハケ 褐灰色＋浅賀世色 洩賞燈色 底郎編代感

130 中央区包含層 都生土器 高杯 やや密 良好 ヨコナデ タテミガキ 浅賀色 浅賀色

131 中央区包含層 弥生土稼 高杯。r器台 15.0 思温 良好 ナデ ナデ ヨコナデ ヨコナデ 揖賞檀色＋によい賞笹色 浅賀笹色

132 中央区包含層 須恵機 粁 9.6 密 良好 ヨコナヂ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

133 中央区包含眉 須恵器 符 15.4 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

134 中央区包含層 須恵器 杯 150 密 不良 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 浅賀色

135 中央区包含層 須恵器 粁 15.7 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

136 中央区包含層 須恵.. 杯 15.6 禽 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 横灰色 貨灰色

137 中央区包含層 須恵器 杯 170 管 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナヂ 褐灰色 拘灰色

138 中央区包含層 須恵岩盤 符A 13.0 3.1 8.3 禽 泉好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 回転へラ切 9 灰賀色＋賞灰色 灰賞色＋賞灰色

139 中央区包含層 須恵器 符 16.0 3.2 116 奮 不良 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ に£い賞檀色 に£い賞笹色＋禍灰

140 中央区包含層 須恵器 杯A 6.6 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ へラ切。 禍灰色 縄灰色

141 中央区包含層 須恵器 符A 10.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 平行糸切り 灰白色 灰白色

142 中央区包含層 須恵器 綜B 11.0 密 良好 ヨコナデ
回転へラ切 9 後、

賞灰色 貧灰色
高台貼り付け

143 中央区包含眉 須恵器 杯B 72 密 良好 ヨコナデ 平高行台糸貼切り付り後け、 灰白色 灰白色

144 中央区包含層 須恵器 藍 7.0 禽 やや良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 高台貼 9付け 費灰色 貧灰色

145 中央区包含層 土師器 聾 12.0 やや租 良好 ヨコナデ ヨコナデ によい賞虚色 によい檀色＋灰白色 内面煤付着

146 中央区包含層 土師梧 ヨ陣 16.0 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ にぷい賞檀色 浅貨鐙色

147 中央区包含層 土師器 費 176 やや密 良好 ヨコナデ ヨコナデ 浅賞優色 浅賀俊色

148 中央区包含層 土師鶴 費 24.0 奮 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

149 中央区包含層 土師怨 ヨ陸 23.4 密 良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ に£い賞笹色 によい賞笹色

1田中央区包含庖 土師器 費 300 やや籾 良好 ヨコナデ ヨコナヂ 浅賀笹色 洩賞授色

151 中央区包含層 土師器 費 12.0 やや粗 やや良好 ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ によい橿色 によい賞撞色

152 中央区包含層 土師器 望邑 35.4 やや密 良好
口縁部ヨコハケ

ヨコナデ 浅賀燈色 浅賀笹色ヨコナデ

153 中央区包含層 土師穆 鍋 37.0 密 良好 ヨコハケ後ナデケシ
ヨコナ7

滋賀笹色 浅賞雀色
ヨコハケ

154 中央区包含層 土師器 鍋 34.0 密 良好 ヨコナデ ハケヨコナデ後ナデケシ 浅貧笹色 浅’·~量色
155 中央区包含層 土師.. 鍋 29.9 やや租 良好 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色 灰白色

156 中央区包含届 土師器 椀 114 密 良好 ナデ
回転へラ切り後、

笹色 桟賞笹色＋明赤褐色 内外商赤影
高台貼り付け

157 中央区包含層 土師著書 皿 14.8 奮 良好
ユピオサェ

ヨコナデ によい賞桓色 にぷい賞笹色
ヨコナデ

15自中央区包含層 組中板戸 皿 5.8 密 良好 ヨコナデ
高台削り出し

によい賞担色＋暗禍色（軸） に£い質極色＋暗褐色 錆紬
ヨコナデ

159 中央区包含層 経中根戸 皿 14.0 奮 良好 ヨコナデ ヨコナデ によい11!色＋暗葬摘色（柚） に，ぃ極色＋時事禍色（軸） 錆納

l曲中央区包含層 土錘 1.2 3.3 密 良好 灰白色 寸劇型 a類

161 中央区包含届 土錘 LI 5.2 密 良好 機質鐙色
柑型晶類
手づ〈ね
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第N章総括

第 1 節遺跡の変遷について（第13図）

本報告調査区からは、弥生時代後期～江戸時代の遺構・遺物を確認した。各時代について、 隣接す

る平成19 ・ 22年度調査区を含めて検討する。

( 1 ）弥生時代

遺物 本遺跡出土の弥生土器は、後期前半の猫橋式である。市内で猫橋式が出土する遺跡は、江代

割遺跡〔富山市教委1988〕 や小竹員塚SDOl 〔富山市教委2013〕などがある。

田嶋明人氏は後期初頭から中葉にかけて畿内V様式併行期の土器群を（仮称） V-1 ～ 3 群の

3期に区分し、猫橋式をV-1 ・ 2 群に当てている〔田嶋2007〕。久田正弘氏は東北系の天王山

式土器が猫橋式後半から法仏式初頭にかけて供伴する段階を田嶋氏のV-3群とするのが妥当で

あるとした〔久田2009〕。岡田一広氏は、小竹貝塚SDOl出土の猫橋式について、①近畿系

「く J の宇聾で口唇部に擬回線を施すものがありヨコナデによる口唇面を形成するものはない、

②器台で脚部が大き く聞き脚基部の径があまり小さ くならない筒形に近い形状のものがある、③

有段口縁で外面に擬凹線を施すV-3群以降に北陸型の聾となる ものがない、④東北系の遺物を

含まないという特徴からV -1 ・ 2群に位置づけている 〔富山市教委2013〕。

本遺跡出土の猫橋式は、岡田氏が指摘する特徴を持つ。①は 7 、 ②は28の土器が該当すると考

える。③北陸型費、④東北系遺物は、本報告および平成19 ・ 22年度調査区でも 出土は見られない。

丹後系擬回線器台は、丹後後期 II期〔野島・野々口1999〕 に該当するもので、丹後からの搬入も

し くは模倣と考える。以上の点から、本遺跡出土の猫橋式は田嶋氏編年のV-1 ・ 2 群に位置づ

けられると考える。

今回出土した土器は、県内で発掘例の少ない猫橋式期の土器様相を知る上での重要な資料であ

り、富山県における当該期の土器編年を補完するもの と言える。

遺構竪穴建物 1 棟（SIOl）、平地式建物 2棟（SBOl、 SB02）、溝（SD04、 H22-SD2） などがあ

る。遺構は、調査区南側から平成22年度調査区にやや集中している。

竪穴建物SIOlからは、緑色凝灰岩の管玉未製品（81 ・ 82） や破片が出土し、 SIOlが玉作り工房

跡の可能性がある。平地式建物SBOl ・ SB02の主軸方向がほぼ同じであり、竪穴建物SIOl と 同時

期の土器が出土することから、竪穴建物に併設し並んで建っていたものと考える。

長瀬氏は、射水平野を流れる下条川中流域に立地する弥生時代の遺跡群をVa群とし、下条川の

東を流れる新堀川流域は遺跡の希薄さから遺跡群の設定は行わなかった〔長瀬2002〕。本報告および

針原西遺跡・小竹員塚な どの近年の発掘調査で、新堀川支流鍛冶川・新鍛冶川｜流域に弥生時代の

遺跡が確認され、 Va群は下条川中流域から新堀川流域の範囲まで広がるものと考える （第14図）。

(2 ）平安時代

遺物 須恵器、 土師器、土錘、鉄棒がある。須恵器・土師器は、口縁部の形状や法量などから 9世

紀中頃～後半に帰属する。

遺構掘立柱建物 1 棟（SB03）、土坑（SKOl、 SK04、 H22-SK4）、 溝 （SD03、 SD12） などがあ

る。遺構は、 調査区北側にやや集中している。

SK04は埋土から焼土塊が出土し、床面には被熱痕跡は確認できなかったが炭層が一面に広がる

ことから、土師器焼成遺構の可能性がある。また、鉄津が出土していること から、周辺に製鉄炉

などの製鉄関連遺構の存在が推測される。生産関連遺構とともに掘立柱建物SB03や竪穴建物の可

能性があるH22-SK4な どの建物遺構もある。このことから、本遺跡が呉羽丘陵から射水丘陵にか

けて広がる古代婦負郡の一大手工業生産地帯の生産集落の一つで、ある可能性がある。
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(3 ）室町時代～江戸時代

遺物 中世土師器、珠制、越中瀬戸がある。中世土師器は13世紀後半～14世紀前半に帰属する。

遺構 遺物が出土 した遺構は、珠洲の出土したSP17のみで、その他の遺物は包含層から出土し た。

平成19年度調査では、 鎌倉時代～室町時代の溝などを確認しているが、遺構密度はかなり薄く、

本報告調査区周辺は鎌倉時代末の集落の縁辺部 と考える。

弥生時代

第13図集落変遷図
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第14図 弥生時代の遺跡分布図 長瀬作図〔長瀬2002〕の一部修正加筆
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SD04 遺物出土状況 （東から）

SK04 遺物出土状況（南西から）
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砂川カタダ遺跡

じゅうよん

シリーズ名 富山市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 72 

手肩 著 者 名 堀内大介

手肩 集 機 関 富山市教育委員会埋蔵文化財センター
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ふりがな

所収遺跡名

すながわ

砂川カタダ
遺跡

所収遺跡名

砂川カタダ

遺跡

要約

コード 調査
ふ り がな

北緯 東経 調査期間 面積 調査原因所在地 市町村：遺跡番号 （ぱ）

ひがしおいだ 36度 137度 20060226 
富山市東老田 16201 : 2010098 42分 08分 ~ 180 個人住宅建築
地内 13秒 19秒 20060323 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生時代
竪穴建物、平地式建物、 弥生土器、管玉未製品 猫橋式期（弥生時代後
土坑、溝、ピット 期前半）の集落

集落 平安時代
掘立柱建物、土坑、溝、 須恵器、土師器、 古代婦負郡の生産集
ピット 土錘、鉄浮 落のーっか

鎌倉時代 ピット 中世土師器、珠洲 集落の縁辺部か

江戸時代 越中瀬戸

本遺跡は新堀川支流鍛冶川右岸の河岸段丘に形成された弥生時代後期～鎌倉時代の集落跡で
ある。

弥生時代後期前半の猫橋式期の竪穴建物、平地式建物などを検出した。出土土器は富山県に
おける当該期の土器編年を補完するものと言える。下条川中流域に広がる弥生時代の遺跡群は、
下条川の東を流れる本遺跡を含む新堀川流域まで広がるものと考える。
平安時代の掘立柱建物、土師器焼成遺構の可能性がある土坑などを検出し、本遺跡が呉羽丘
陵から射水丘陵にかけて広がる一大手工業生産地帯の生産集落の一つである可能性がある。
鎌倉時代末の集落の糠辺部と考える。
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